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　　　　　新たな門出を祝う成人式

　新たな門出を祝う成人式が、１月５日（土）
に町中央公民館で開催されました。
　艶やかな晴れ着や新しいスーツに身を包ん
だ新成人たちは、懐かしい同級生の顔を見つ
けては、喜びの声をあげていました。

今
月
の
表
紙

人権啓発シリーズ 24-9
障がい者の人権②（大崎町人権教育・啓発基本計画より）

■施策の方向性

③障がいのある人が、平等に参加・活動することができる社会

の実現を図るため、理解と交流の促進に向けたふれあい・交流

の場づくりなどの提供に努めます。

④ノーマライゼーションやバリアフリーの理念を広く定着さ

せ、障がいのある人もない人も共に生活できる環境づくりのた

めの正しい知識の普及や啓発の推進に努めます。


